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前者のデータは 2018 年 1 月 9 日（火）から 1 月 19 日（金）にかけて、
経営学科の 1 から 3 年生を対象に行った、インターネットを通じた質問票
調査（回答総数：317）から得られたものである。一般的に日本の大学で
156
は 1 年次に教養教育が集中的に行われており、学科としての特徴は 2 年次
以降により強く表われると判断されたため、本稿の分析では 2 年生と 3 年
生のデータのみを使用することとした。分析対象者の総数は 177 名で、回
答者の内訳は、2 年生男子 42 名、2 年生女子 75 名、3 年生男子 24 名、3
年生女子 36 名であった。
また、後者のデータは株式会社進研アドを通じて、2018 年 2 月 9 日






答者の総数は 200 名で、回答者の内訳は、2 年生男子 31 名、2 年生女子
70 名、3 年生男子 17 名、3 年生女子 84 名であった。
表 1 は、分析対象者の概要についてまとめたものである。偏差値に関し
ては、前者のデータと後者のデータに大きな違いは存在していない。な







分析対象者数（名） 86 111 48 154
学年構成（名）
2 年生 42 75 31 70




















究プロジェクトでは、Baker and Siryk（1989）によって開発された The 














































カリキュラムに満足している 4.09 1.384 0.818
教員たちに満足している 4.36 1.342 0.870
環境的適応　5 項目平均 4.20 1.117 0.870
動機的適応
勉学を楽しんでいる 4.20 1.416 0.847
勉学の目的が明確である 4.21 1.592 0.700
大学で学ぶ理由が明確である 4.23 1.594 0.671

























れた質問項目を採用している。具体的には Reeve and Tseng （2011） で提




















































































授業はおもしろい 4.28 1.446 0.763




















































































































































tan，Hardcastle, and Chatzisarantis （2015） によって課外（out-of-school）
学習の実証研究に用いられており、今回は Hagger らの研究を参考にする
形で採用することとした。



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 7 は、大学への適応の差異に関して、両者の平均値と t 検定の結果を
示したものである。
表 7 に示されているとおり、環境的適応に関して武蔵野大学と他大学に


































*p ＜ 0.05, **p ＜ 0.01
・授業への取り組みの差異
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